
Ⅱ 求められる介護福祉士像   

これからの介護福祉十については、Ⅰの「介護福祉十を取り巻く状況」で  

述べた介護福祉十制度創設以降の変化とこれからの介護ニーズに対応し、介  

護サービスにおける中心的役割を担える人材として、次のような人材養成に  

おける目標が考えられる。   

① 尊厳を支えるケアの実践   

② 現場で必要とされる実践的能力   

③ これからの介護ニーズ、政策に対応できる   

④ 施設・地域（在宅）を通じた汎用性ある能力   

⑤JL、理的・社会的支援の重視   

⑥ 予防からリハビリテーション、看取りまで、利用者の状態の変化に対応  

できる   

⑦ 他職種協働によるチームケア   

⑧ 一人でも基本的な対応ができる   

⑨ 「個別ケア」の実践   

⑩ 利用者・家族、チームに対するコミュニケーション能力や的確な記録・  

記述力   

⑪ 関連領域の基本的な理角牢   

⑫ 高い倫理性の保持  
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